
Ⅰ 日　　時 ２０１６年６月１1日　(土)　１３時０５分～１５時 

Ⅱ 会　場 流通経済大学新松戸キャンパス　５Ｆ　５０２号

（敬称略）

Ⅲ 参加者 来賓　佐藤校友会会長　　 （来賓　1名）

菅谷　清、長沼　和夫、羽田　昇、木村　裕司、久富　茂人、石田 英俊、桜井　安男、　　

塩沢　和之、外舘　哲夫、溝上　一生、柴田 良平、木村　貢一、林　悦夫、佐久間　祥、　　　　　

大久保　勤、作道　誠見、菊池　和博、天谷　ゆり子、鵜澤　弘彦、小倉　昭雄、　　　　

斉藤　哲三郎、仁平　晴美、天谷　弘章、新井　和人、古井　恒、鈴木　俊彦、　　

平井 覚、椎名　敏行、松本　宗、金子　正、奈良林　勝久、岡部　憲一、渡辺　公一、　　

松本　一洋、辻　健司、大塚 良一、宮本　雅浩、吉野　毅、

狩野 英里佳、長友 真美(校友会事務局) (合計　41名)

Ⅳ 講演会 １３時０５分～１４時

相談員は見た！！あなたをねらう悪質商法　その手口と対処法

　　講師　（公社）全国消費生活相談員協会　　相談員　外村泰子氏

出席者46名

Ⅴ 支部総会 １４時１０分～１５時

仁平副支部長の司会進行により、以下のように進められた。

1 溝上支部長の挨拶

・ 千葉県支部総会も７年目を迎える事が出来ました。今年も多くの方々に参加頂き感謝です。

・ 本日は、外村氏をお迎えし、初めて特別講演会を実施することが出来ました。

次年度も継続していきたいと思います。

・ 現在千葉支部として、大学野球等の応援、ゴルフコンペを３年連続実施しています。

皆様の参加をお願い致します。

・ 後程、第３号議案で役員の改選を提案しますが、新体制は若返りを図りたいと思います。

・ 最後に退任されます羽田・石山副支部長に対し、感謝の言葉をお送りします。

2 佐藤校友会会長挨拶

・ 千葉県支部は、年代各層の参加が有り活気に溢れていると思います。

・ 現在校友会のホームページで、大学の情報を発信しているので活用してほしい。

・ グローバル人材の育成を３年前より校友会が支援し取り組んでまいりました結果、今月末よりアメリカ

南オレゴン大学との交流会を実施することになりました。

3 斉藤校友会事務局長報告

大学及び校友会の現状について報告がありました。

・ 日経新聞にサッカー部の選手が、８年前より続けている近隣のゴミ拾い・災害時のボランティア活動

を評価され、地元（龍ヶ崎市）市民との地域交流が深まっているという内容の記事が掲載されました。
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・ 大学の在籍人数　５,２４９名（内女性925名）　留学生３００名　　　計５,５４９名

・ 現在の授業料　　年間　７２０,０００円　　特別奨学生の制度もあります。

・ 学生支援・職業支援に力を入れております。

海外留学生への支援　　５００,０００円（欧米）　　アジア　２５０,０００円

・ 現在校友会人数は３８,３００名弱です。原則１００名以上の県には支部を設立しています。沖縄は

６０名ですが支部を設立致します。又、今年は新たに長野県でも支部を設立する運びとなりました。

・ 今年のオリンピック出場は、OBばかりですが７人制ラグビー・トライアスロン・柔道合計3名が出場予定

です。

4 審議事項

【  1号議案　当面の活動計画　】

（1）現状について

　　千葉県支部は、会員数７,０００名を超え茨城県に次ぐ組織に位置づけられています。　この間、

　　平成２１年１１月８日発足総会以来、今回の第７回総会を何れも新松戸キャンパスで開催してきました。

　　当初２０名前後の参加者で推移してきましたが、近年関係者の皆様のおかげで、昨年は懇親会も含め

　　過去最高４２名の参加を頂きました。今後は、５０名の参加を目標に努力していきます。

（2）総会案内について

　　　総会案内は、過去の案内で出・欠問わず連絡のあった方、幹事等からの情報提供があった方は、

　　　案内状をその他会員についてはRKU校友会ホームページで呼びかけを行ってきました。

　　　今年度は、往復ハガキ３７０通に対し１６０通を超える回答が有り、返信率は昨年並となり当面この

　　　方法を継続して行きます。

（3）具体的な取り組みについて

　　①総会対策

・ 総会には、本部役員を要請し大学の近況（校友会の現状）等の報告をお願いします。

又、従来から要望のありました講演会を本年から実施することが出来ました。

・ 他支部との交流を増やします。

・ 各年度同期会幹事に千葉在住者の情報提供を要請します。

　　②支部旗の活用

・ 総会・イベント等で活用します。

　　③イベント等への参加

ａ 親睦会の開催

・前年に続きゴルフコンペを平成２８年４月に開催致しました。（参加者15名）

　今後は近隣支部にも働きかけて行きます。又、他の趣味の会についても検討を進めます。

ｂ 在校生が活躍するスポーツ・文化活動への応援活動

・硬式野球・ラグビー等スポーツ関係を中心に応援活動に取り組みます。

ｃ 母校の活動

・創立５０周年記念エッセイに、千葉県支部で１０名を超える会員の投稿、更に

　ホームカミングデー、校友会総会に多くの会員が参加されましたが、今後も母校の開催

　するイベント等に積極的に参加していきます。



　　④近隣支部との交流

・ 茨城県支部卓球大会～例年８月開催に参加を検討します。

　　⑤メール活用

・ 役員相互間の連絡調整はもとより、イベント等の呼びかけにj活用します。

【　２号議案　２７年度決算報告　】

　・桜井会計より報告及び、久富監査より問題無の報告が有り、全会一致で承認されました。

【　３号議案　役員の選出　】

　　羽田副支部長よりの提案にて以下５名の新任が承認されました。

副支部長 小倉　昭雄

新井　和人

天谷　　弘

会　　　計　 奈良林　勝久

会計監査 桜井　安男

【　４号議案　その他　】

　・佐久間会員より、つくばね祭等で同期会を開催してほしい。

　　─佐藤会長より、今年からつくばね祭にてミニホームカミングデーを実施致しますので、参加願います。

　・新井会員より、出席者を増やす為には、各地域のミニコミ誌を活用するべきとの意見

　　がありました。

　・仁平副支部長より、２０歳代の参加者を増やす為に、今年3月の卒業生他に次年度は参加を呼び掛け、

　　現在の支部総会出席者４０名から７０名にしたい。最終は１００名が目標です。

　・仁平副支部長より、提案として東京オリンピック（２０２０年）に、ボランティア活動の実施を校友会として

　　流大に働きかけをしたい。

◇総会終了後、新松戸ステーションホテルにて懇親会を開催致しました。

　今回、講演会の講師の外村氏も参加して頂き、会員と共に記念写真を撮り有意義な懇親会となりました。

（文責　仁平）


